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上下水道局環境計画(2022〜2025)に基づく令和４(2022)年度取組結果

　上下水道事業は、自然の中における水循環の一部を有効に利用することで成り立っています。
　しかし、この事業活動の過程においては、電力などの多くの資源・エネルギーを使用するとともに、汚泥などの多くの廃棄物を排出します。
　このことから、上下水道局では、全ての環境施策を総合的かつ計画的に推進するため、上位計画である「川崎市上下水道事業中期計画」の策定に合わせ「川崎市上下水道局環
境計画」を策定しています。今回は「川崎市上下水道局環境計画（2022～2025）」に基づき令和４(2022)年度の取組結果の概要を報告します。なお、取組結果の詳細は、環境計画
年次報告書にまとめ、今後公表する予定です。

環境
方針

施策の
方向性

取組事項
 計画期間（令和4(2022)年度から令和7(2025)年

度）の目標等
令和4(2022)年度

目標等 取組結果

継続実施

(２)
自然流下方式による取水・
送水・配水

・自然流下を基本とした水道施設の整備を継続
・上流取水の優先的利用を推進

同左 継続実施

Ⅰ
 

脱
炭
素
社
会
の
実
現

１
省エネルギー
及び
温室効果ガスの
削減

(１) 省エネルギー型機器の採用 施設･設備の更新に合わせて高効率機器を導入 同左

(３)
下水汚泥焼却炉の高温焼却
化と二段燃焼化

入江崎総合スラッジセンター１系焼却炉の再構築に
合わせた高温焼却化と二段燃焼化によりN2Oを削減 同左 １系焼却炉の再構築工事を開始

２
再生可能
エネルギーの
有効利用

(１) 小水力発電の実施
小水力発電設備４基(江ヶ崎･鷺沼･平間･入江崎水処理
センター)の発電によりCO2を削減

同左
小水力発電量
【江ヶ崎】：  540,000kWh/年
【鷺　沼】：  530,000kWh/年
【平　間】：  860,000kWh/年
【入江崎】：    60,000kWh/年
【合　計】：1,990,000kWh/年

継続実施
小水力発電量
【江ヶ崎】：  622,078kWh/年
【鷺　沼】：  328,047kWh/年
【平　間】：  955,428kWh/年
【入江崎】：    56,600kWh/年
【合　計】：1,962,153kWh/年

(２)
太陽光発電システムの
導入と発電の実施

太陽光発電システム３基（長沢浄水場、生田配水
池、入江崎水処理センター）の発電によりCO2を削減

３
グリーン
インフラの
活用

(１) 植栽の保全と緑化
上下水道施設における敷地内の植樹管理を行うこと
によるCO2吸収の取組を継続 同左 継続実施

同左
太陽光発電量
【長　沢】：  800,000kWh/年
【生　田】：1,060,000kWh/年
【入江崎】：    80,000kWh/年
【合　計】：1,940,000kWh/年

継続実施
太陽光発電量
【長　沢】：  760,230kWh/年
【生　田】：1,199,015kWh/年
【入江崎】：  110,042kWh/年
【合　計】：2,069,287kWh/年

(３) 廃熱発電設備の導入
入江崎総合スラッジセンター
１系焼却炉の再構築に合わせた
廃熱発電設備の導入によりCO2を削減

同左 １系焼却炉の再構築工事を開始

有効利用率：100％

(２) 下水汚泥の有効利用 下水汚泥（焼却灰）の有効利用を継続 有効利用率：100％ 有効利用率：98.7％
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源
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エ
ネ
ル
ギ
ー

の

循
環
促
進

１
廃棄物の
抑制・
リサイクル

(１) 浄水発生土の有効利用 浄水発生土の有効利用を継続 有効利用率：100％

(３)
建設副産物の
リサイクルの推進

工事で発生した建設副産物のリサイクルの推進及び
再生資源材料の工事への積極的な採用

同左 継続実施

２
資源・
エネルギーの
有効利用

(１)
下水汚泥焼却熱を
利用した温水プール

汚泥焼却工程から発生する余熱の入江崎余熱利用
プールにおける有効利用を継続

同左 継続実施

(２)
高度処理水の
有効利用

川崎ゼロ･エミッション工業団地やせせらぎ水路等に
おける高度処理水の利用を継続

同左 継続実施
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健
全
な
水
循
環
・
水
環
境
の
創
出

１
水資源の
確保・
有効利用

(１) 水源の保全
水源地におけるエアレーション装置によりアオコの
異常発生を抑制、しゅんせつを実施して貯水池の有
効貯水容量を維持

同左
相模貯水池のしゅんせつ

150,000ｍ3/年

２
良好な
水環境の
創出

(１)
下水道の未普及地域の解消
及び水洗化の促進

登戸土地区画整理地区や河川沿いなどの未普及地域
の解消に向けた下水道の整備及び水洗化を促進

同左

(３) 高度処理の推進

等々力水処理センターにおける高度処理化を
推進、入江崎水処理センターにおいて段階的高度処
理を導入
高度処理普及率
令和６(2024)年度目標：100％

同左
高度処理普及率：59.3％

継続実施

(２)
事業場排水の指導及び
水処理センターの
放流水質の確保

事業場排水指導を実施、水処理センターの良好な放
流水質を維持

同左
放流水の水質基準適合率：100％

継続実施
放流水の水質基準適合率：100％

継続実施
相模貯水池のしゅんせつ

124,390ｍ3/年

(２) 水資源の有効利用の推進
老朽管の更新や漏水調査を実施し、水資源の有効利
用を推進

同左 継続実施

継続実施
高度処理普及率：59.3％

(４) 合流式下水道の改善

大師河原ポンプ場の再構築及び六郷遮集幹線の整備
を推進
合流式下水道改善率
令和５(2023)年度目標：100％

同左
合流式下水道改善率：73.5％

継続実施
合流式下水道改善率：73.5％

継続実施
電動車の新規導入：6台

(２)
省エネ法に基づく
エネルギー管理の取組

省エネ法に基づき、中長期における年平均1％以上の
エネルギー消費原単位を低減

同左
中長期におけるエネルギー消費原単位：
年平均0.3％増
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環
境
に
配
慮
し
た
行
動
の
促
進

１
事業活動に
おける適正な
環境管理

(１)
市役所の率先
した環境配慮の取組

廃棄物の削減、グリーン購入の推進、空調の適正管
理、電動車の導入などを実施

同左
電動車の新規導入：6台

(３)
温対法及び温対条例に基づ
く温室効果ガス削減の取組

温対法及び温対条例に基づき、温室効果ガス排出量
を削減
温室効果ガス排出量の削減割合
令和７(2025)年度目標
水道・工水：▲53.3％（平成２５(2013)年度比）
下水：▲27.7％（平成２５(2013)年度比）

同左

３
環境意識の
向上に向けた
取組の推進

(１) 環境計画年次報告書の公表
上下水道局環境計画に基づく取組の評価を、毎年
度、環境計画年次報告書で公表

同左

(３)
市民の環境学習の推進と
広報活動の充実

広報施設における情報発信、
各種イベントでのPRなどを実施

同左 継続実施

同左 継続実施

継続実施

(２) 職員の環境意識の向上

継続実施
温室効果ガス排出量の削減割合
水道・工水：▲34.7%
(平成２５(2013)年度比)
下水：▲22.7％
（平成２５(2013)年度比）

２
環境技術の
研究開発及び
活用

(１)
下水道における環境技術な
どの研究開発

温室効果ガス削減、省エネ・創エネ技術の
研究開発を推進

同左 継続実施

(２)
世界の水環境改善に向けた
国際事業

かわさき水ビジネスネットワークを通じた「官民連
携による国際展開」と、開発途上国等への職員派遣
や海外からの研修生・視察者の受入れによる「技術
協力による国際貢献」を推進

職員の環境意識の向上を図るため、環境関連講習会
や研修などに派遣

同左 継続実施
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